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1. 多層成形用ホットランナーの構造

サンドイッチ成形機が必要

ランナー廃棄のムダが発生

1ゲートにつき1流路のため、2材を流し
込むことができず、多層成形化できな
い
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1ノズル内に複数の流路配置が可能と
なることで、2材を流し込むことができ、
多層成形化できる。

③ ホットランナーノズルの改良

項目 内容 項目 内容
① 成形品の多層化

② コールドランナー金型

③ 従来のホットランナーノズル

1ノズル内に複数の樹脂流路を配置① サンドイッチ成形機の不要化

② ホットランナー金型化 ランナー廃棄のムダを削減

スキン層

(バージン材)

コア層

(リサイクル材)

流路

スキン層

コア層成形品 成形品

一層のみ

(バージン材) サンドイッチ成形不可


